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１
、
改
憲
勢
力
は 

「
野
党
共
闘
と
市
民
」
を
敵
対
視 

 

17
年
10
月
の
総
選
挙
で
、
自
公
は
再
び
改

憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
の
議
席
（
自
公
で

３
１
３
議
席
）
を
得
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
来

る
選
挙
の
時
期
は
分
か
ら
な
い
が
、
改
憲
の
今

後
を
左
右
す
る
「
天
王
山
」
と
構
え
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
「
野
党
と
市
民
」
の
共
闘
を
よ
り

幅
広
く
・
分
厚
く
・
質
的
に
高
い
も
の
に
し
、

小
選
挙
区
で
「
自
公
対
野
党
共
闘
＋
市
民
」
の

闘
い
に
す
る
た
め
に
、
全
国
で
努
力
さ
れ
た
と

思
う
。 

 

し
か
し
、
野
党
共
闘
は
非
自
民
・
反
共
産
を

主
張
す
る
前
原
・
小
池
等
に
よ
り
、
民
進
党
が

自
壊
さ
れ
、
全
国
的
な
野
党
共
闘
は
維
持
で
き 

       

ず
自
公
の
快
勝
を
許
し
ま
し
た
。
こ
の
情
勢
下

で
、
従
来
の
民
進
党
よ
り
、
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
な

立
憲
民
主
党
が
、
共
産
党
の
候
補
者
一
本
化
協

力
（
67
小
選
挙
区
で
候
補
者
を
降
ろ
す
）
も

あ
り
衆
院
野
党
第
１
党
に
進
出
し
ま
し
た
。 

 
２
、
自
民
党
は
強
く
な
い
、
一
強
は
虚
構 

井
竿
富
雄
山
口
県
立
大
学
教
授
は
「『
産
経

新
聞
』
は
10
月
30
日
の
紙
面
に
、
も
し
野
党

共
闘
が
存
続
し
て
い
れ
ば
自
民
党
は
さ
ら
に

64
議
席
を
失
い
、
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
ま

れ
て
い
た
、
と
い
う
試
算
を
発
表
し
た
」
と
紹

介
し
て
い
ま
す
（『
週
刊
新
社
会
』
２
０
１
７

年
11
月
28
日
号
）。 

 
 

       

も
う
少
し
、
こ
の
『
産
経
新
聞
』
の
記
事
を

見
る
と
タ
イ
ト
ル
に
「
自
民
、
薄
氷
の
勝
利
」

と
も
あ
り
ま
す
。
味
方
の
自
民
党
に
対
し
て

「
油
断
す
る
な
」
と
い
う
警
告
で
し
ょ
う
。 

 

新
社
会
党
の
機
関
紙
『
週
刊
新
社
会
』
で
も
、

有
権
者
の
意
向
を
示
す
比
例
区
の
自
民
党
の
絶

対
得
票
率
は
17
・
89
％
で
全
有
権
者
の
１
０

０
人
に
18
人
弱
の
支
持
割
合
に
過
ぎ
な
い
こ

と
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
相
対
的
に
は
強
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
有
権
者
の
信
頼
は
小
さ

い
の
で
す
。
議
席
占
有
３
分
の
２
の
虚
構
は
、

民
意
を
反
映
し
な
い
小
選
挙
区
制
と
、
公
明
党

の
ゲ
タ
（
公
明
党
比
例
区
６
９
８
万
票
、
１
選

挙
区
当
り
２
万
４
千
票
余
）
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 



◆時の動き 
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３
、
安
倍
首
相
の
動
き 

安
倍
首
相
は
憲
法
・
法
律
・
世
論
等
を
無
視

し
、
強
権
政
治
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

消
費
税
８
％
増
税
、
法
人
へ
の
震
災
復
興
税
の

前
倒
し
中
止
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
（
租
税
回

避
地
）
へ
の
大
企
業
・
大
富
豪
の
税
逃
れ
問
題

の
無
視
、
原
発
再
稼
働
、
年
金
カ
ッ
ト
、
秘
密

保
護
法
・
戦
争
法
・
共
謀
罪
法
の
強
行
採
決
、

森
友
・
加
計
疑
惑
の
隠
蔽
と
政
治
の
私
物
化
な

ど
な
ど
枚
挙
に
暇
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
の
来
日
（
11
月
５
～
７

日
）
で
は
、
憲
法
の
平
和
主
義
を
相
変
わ
ら
ず

無
視
し
た
言
動
で
し
た
。「
対
話
」
を
拒
否
し

「
制
裁
と
圧
力
」
一
辺
倒
の
対
朝
鮮
政
策
、
そ 

        

れ
を
口
実
に
し
た
米
国
か
ら
の
莫
大
な
武
器
購

入
で
の
軍
備
増
強
、
そ
し
て
軍
事
的
な
中
国
包

囲
網
の
構
築
な
ど
で
す
。 

今
後
は
、
11
月
17
日
の
安
倍
首
相
の
所
信

表
明
に
掲
げ
た
課
題
等
で
の
対
決
に
な
り
ま
す
。

安
倍
自
ら
が
作
り
出
し
て
い
る
「
朝
鮮
危
機
問

題
」、
自
民
党
が
自
ら
作
り
出
し
た
「
少
子
高

齢
化
問
題
」
克
服
に
大
企
業
や
富
豪
へ
の
課
税

強
化
で
な
く
、
大
衆
か
ら
収
奪
す
る
「
消
費
税

10
％
増
税
」
、
改
め
て
執
念
を
見
せ
た
「
改

憲
」
等
で
す
。
さ
ら
に
、
所
信
表
明
で
は
具
体

的
に
触
れ
な
か
っ
た
「
エ
セ
働
き
方
改
革
」「
原

発
再
稼
働
」「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」「
沖
縄
辺
野
古

新
基
地
建
設
」
な
ど
も
大
き
な
対
決
課
題
で
す
。 

 

４
、
展
望
は
切
り
拓
く
も
の 

 

 

安
倍
政
権
へ
の
勤
労
国
民
の
信
頼
は
大
き
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
来
る
悪
政
に
ど
う

対
峙
す
る
か
が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

①
は
、
改
憲
な
ど
安
倍
の
悪
政
阻
止
の
た
め
に

大
衆
を
私
た
ち
の
側
に
獲
得
す
る
こ
と
が
急
務

で
す
。
学
習
の
成
果
を
内
部
に
留
め
る
こ
と
な

く
、
大
衆
の
も
の
に
す
る
努
力
を
し
合
い
た
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
大
衆
の
実
態
・
発

想
を
理
解
し
、
大
衆
の
言
葉
で
呼
び
か
け
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
労
働
組
合
な
ら
ば
非

組
合
員
を
我
々
側
に
寄
せ
る
能
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

②
は
、
立
憲
野
党
の
結
束
を
促
進
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
幸
い
市
民
連
合
は
健
在
で
す
。

こ
こ
を
大
き
く
強
化
す
る
こ
と
が
そ
れ
を
促
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

③
は
、
自
民
党
へ
の
消
極
的
支
持
者
、
９
条
改

憲
に
否
定
的
な
公
明
党
の
支
持
者
、
そ
し
て
何

よ
り
も
５
割
近
い
無
党
派
層
に
大
胆
に
呼
び
か

け
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
手
立
て
の
１
つ
が
３

０
０
０
万
人
署
名
で
す
。
彼
ら
の
心
を
掴
む
た

め
に
知
恵
と
力
を
注
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

④
は
、
勤
労
国
民
は
年
金
・
医
療
な
ど
社
会
保

障
の
充
実
、
景
気
・
雇
用
対
策
、
政
権
の
受
け

皿
、
を
最
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
生
活
も
職
場

も
大
変
な
の
で
す
。
そ
こ
を
見
据
え
た
活
動
を

強
化
し
展
望
を
切
り
拓
き
ま
し
ょ
う
。 

（
ふ
く
だ 

み
の
る
） 

選挙後の党派別勢力図 


